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  紙推進協ニュース ２０２３年１０月３１日 №１１６ 

   紙製容器包装リサイクル推進協議会 〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1-1-21新虎ノ門実業会館 8階 

               TEL：03-3501-6191  ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.kami-suisinkyo.org/  

               FAX：03-3501-0203  E ﾒｰﾙ：p@kami-suisinkyo.org 

   

本紙推進協ニュース No.１１６では、①２０２４年度 再商品化委託申し込み用 

算定係数②２０２４年度再商品化実施委託単価及び２０２３年度拠出委託単価 

③容リ制度見直しの関連動向④委員会活動報告⑤３Ｒ推進団体連絡会活動報告

についてお知らせいたします。＊消費税抜きにしています。 
   

① 算定係数 
産業構造審議会 産業技術環境分科会で、廃棄物・リサイクル小委員会から改組された資源循環経済

小委員会の容器包装リサイクルワーキンググループが 9 月 26 日に Web 開催、２０２３度の再商品化

義務量の算定に係る量、比率等の数値が審議され承認されたのを受け、当推進協議会で試算しました

２０２４年度再商品化委託申し込み用算定係数をお知らせいたします。 

また、市町村による独自処理予定量の取扱いについて、昨年の容器包装リサイクルＷＧのコメント

を受け、本年度より紙製容器包装と同様に、他の容器包装についても、分別収集見込総量から市町村

の独自処理予定量を差し引いたものと、再商品化見込量を比較し、いずれか少ない量を基礎として、

再商品化義務総量を算定することとなりました。 

 

② 再商品化実施委託単価及び拠出委託単価 
10月 12、18，19日に開かれました公益財団法人日本容器包装リサイクル協会の紙容器事業委員会、

総務企画委員会及び臨時理事会で２０２４年度再商品化実施委託単価及び２０２３年度拠出委託単価

が了承されました。各素材別の再商品化実施委託単価並びに拠出委託単価は下記の表 1の通りです。  

紙製容器包装の２０２４年度再商品化実施委託単価は２５，０００円/トン（前年度２３,０００円/

トン）、２０２３年度拠出委託単価は４年連続で０円となりました。 

 

表 1 再商品化実施委託単価、拠出委託単価（共に消費税抜き） 

 2024年度再商品化実施委託単価 2023年度拠出委託単価 
紙製容器包装 ２５，０００円/トン ０円/トン 

ガラス 
びん 

無色  １０，４００円/トン ０円/トン 

茶色  １３，５００円/トン ０円/トン 

その他   ２１，４００円/トン ０円/トン 

ＰＥＴボトル ６，５００円/トン １，４００円/トン 

プラスチック製容器包装 ６２，０００円/トン ０円/トン 

再商品化義務量に係る算定係数、再商品化実施委託単価、拠出委託単価は、暫定値です。 

算定係数及び単価に変更があった場合は、速やかに連絡いたします。 

上記の拠出金委託単価を用いて、２０２３年度拠出金は表 2のように見込まれています。 

 

表２ ２０２３年度再商品化合理化拠出金見込額（消費税抜き） 

 2023年度合理化拠出金見込額 参)2022年度合理化拠出金 

紙製容器包装 ０円 （0円) 

ガラス 
びん 

無色 ０円 (0円) 

茶色 ０円 (0円) 

その他 ０円 (0円) 

ＰＥＴボトル ２８８，５９０，０００円 (70,340,337円) 

プラスチック製容器包装 ０円 (0円) 
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《2024年度紙製容器包装再商品化実施委託単価の計算方法》 

                                                

             

   
 
 
◇上記算式に以下数字を入れると 2024年度再商品化実施委託単価は 25,000円/t（昨年度は 23,000円/t）。   

１．上記算式分子の市町村からの引取見込量は、2024年度の市町村引渡量調査結果 14,388tを基にして

今後の社会・経済活動の動向などを勘案し、15,000t（昨年度も 15,000ｔ）とする。 

名古屋市は、委託料が最大で全体の約 1/3 を占めていましたが、2023 年度から紙製容器包装の内、

固形燃料向けは協会への委託として残すものの製紙原料向けを「雑がみ」に拡大し独自処理に変更、

国際社会の不透明な状況や円安等による物価・物流費の上昇等々を踏まえ、逆有償での落札が予測

される市町村引取見込量＝15,000ｔ×50％＝7,500t。 

２．上記算式分子の再商品化事業者見込委託単価（逆有償分）は、2023 年度の逆有償落札平均単価が

13,886円/ﾄﾝ（消費税抜き）であったことを勘案し、14,600円/t(消費税抜き)と見込む。 

 ３．上記算式分子の協会経費は、指定法人 2024年度予算における紙容器事業部負担分より 327,499千円 

(消費税抜き)とする。2023年度予算 325,546千円（消費税抜き）と比較し約 1,953千円の増額予算。                              

４．上記算式分母の特定事業者等からの再商品化委託申込見込量は、特定事業者からの委託申込見込量

（＝再商品化義務総量＝17,820t/昨年は 18,810t）＋市町村からの委託申込見込量(引取見込量

15,000t×市町村負担率 0.01）で計算し、17,970t（昨年は 18,960t）とする。 

 以上から 

2024年度再商品化実施委託単価(消費税抜き) 

  ＝7,500t×14,600円/t＋327,499千円＝436,999千円÷17,970t＝24,318円/t≒25,000円/t 

2023年度再商品化実施委託単価(消費税抜き) 

＝7,500t×13,000円/t＋325,546千円＝423,046千円÷18,960t＝22,313円/t≒23,000円/t 

再商品化費用の前年度との比較 

 436,999千円÷423,046千円＝103.3％となり前年度の再商品化実施委託単価算出時と同じ 3.3％増。 

 

《2023年度紙製容器包装拠出委託単価の計算方法》 

 

 

                                                                                                      
 
◇上記算式に以下数字を入れて求めた結果より、2023年度拠出委託単価は 0円/tとなります。  
１. 再商品化合理化拠出金 ＝（想定額 －「現に要した費用」の見込金額）× 1/2 

① 想定額＝想定単価×想定量 

     ・想定単価は直近 3年間（2020～2022年度）の再商品化実績単価の平均値 2,676円/t 

     ・想定量は各市町村から日本容器包装リサイクル協会への 2023年度引渡見込量 

                                 14,368t 

     以上から想定額は 2,676円/t×14,368t＝38,449千円（消費税抜き） 

② 「現に要した費用」の見込金額 

         2023年度の 4月から 8月までの 5か月間に要した特定事業者負担分の再商品化費用 22,290千円 

から 1年間の再商品化に要する費用を 53,500千円と見込む。 

以上①②より再商品化合理化拠出金 （①－②）× 1/2 ＝ －7,526千円（Ａ） 

２. 2023年度分として見込まれる特定事業者からの再商品化委託申込の総量 

 ・再商品化委託申込総量 21,419ｔ（Ｂ） 

以上から 2023年度拠出委託単価（円/t）（消費税抜き）＝（Ａ）/（Ｂ）＝ －351円/t ⇒ 0円/t 

 

＊2024 年度再商品化実施委託金及び 2023 年度拠出委託金に対し、一括して指定法人より請求がある

予定です。 

＊別添資料として、指定法人の 2023年度第 2回紙容器事業委員会、第 2回総務企画委員会で配布され

ました資料の抜粋を添付いたします。紙製容器包装の再商品化状況、並びに実施委託単価、拠出委託

単価に関する詳しい説明が書かれていますのでご覧いただきたいと思います。 

  市町村からの引取見込量×再商品化事業者見込委託単価＋協会経費 

 
特定事業者と市町村からの再商品化委託申込見込量 

 

2023年度分として見込まれる再商品化合理化拠出金（Ａ） 

 2023年度分として見込まれる特定事業者からの再商品化委託申込総量（Ｂ） 

 

拠出委託単価 ＝ 

再商品化実施委託単価 ＝ 
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③ 容リ制度見直しの関連動向 

 ＜産業構造審議会 産業技術環境分科会 資源循環経済小委員会＞ 
  産業構造審議会産業技術環境分科会で、8 月 3 日に廃棄物・リサイクル小委員会を廃止し資源

循環経済小委員会を設置、第 1 回小委員会を 9 月 20 日に開催し容器包装リサイクルワーキング

グループが設置されました。また、本小委員会にて「資源循環経済政策の現状と課題について」

年内に 5回程度開催し、３Ｒ関連法制の拡充・強化について検討を行なう予定です。 

第１回の容器包装リサイクルＷＧは 9 月 26 日にＷｅｂ開催され、2023 年度の「容器包装リサ

イクル法の再商品化義務量算定に係る量、比率等について」審議され承認されました。当推進協

議会は 8月 22日に経済産業省資源循環経済課の訪問により事前説明を受けました。 

「市町村による独自処理予定量の取扱いについて」に関しては、昨年の容器包装リサイクル  

ＷＧにて「紙製容器包装のみ、分別収集見込総量から、市町村の独自処理予定量を差し引いたと 

あるが、他の容器包装では差し引かないのか。」とのコメントを受けて、「紙製容器包装と同様に、 

他の容器包装についても、分別収集見込総量から市町村の独自処理予定量を差し引いたものと、 

再商品化見込量を比較し、いずれか少ない量を基礎として再商品化義務総量を算定する。」ことと 

なりました。 

 

 ＜中央環境審議会 循環型社会部会＞ 
  中央環境審議会循環型社会部会において 4月から第四次循環型社会形成推進基本計画の見直し

についての審議が行われ、10 月 17 日「新たな循環型社会形成推進基本計画の策定のための具体

的な指針」が中央環境審議会から環境大臣へ意見具申されました。 

今後は、中央環境審議会循環型社会部会において、次期循環型社会形成推進基本計画の策定に

向けた審議が進められる予定です。 
 
公正取引委員会による 

 ＜使用済みペットボトルのリサイクルに係る取引に関する実態調査報告書＞ 
  10 月 16 日に、公正取引委員会から「使用済みペットボトルのリサイクルに係る取引に関する

実態調査報告書」が発表されました。公益財団法人日本容器包装リサイクル協会は、行政指導を

受けたものではありませんが、2006 年 12 月に告示の「容器包装廃棄物の排出の抑制並びにその

分別収集及び分別基準適合物の再商品化の促進等に関する基本方針（抜粋）」をもとに、容リ協

としての見解を発信しました。（資料 3；P40参照） 

 

④ 委員会活動報告 
＜３Ｒ改善事例集第１７版＞ (総務委員会)  

今年度は 2023年度の改善事例に加え、2020年度から 2022年度の 3年間の改善事例を項目ごと

に集約した「紙製容器包装３Ｒの取り組み」及び「容器包装３Ｒ推進のための自主行動計画」を

まとめ、第１７版を 12月に発行予定です。 

 

＜回収量調査＞ (総務委員会) 

今年度も行政収集及び集団回収について、人口 10万人程度以上の全国 295市区に紙製容器包装

の回収量に係るアンケート調査を実施しました。 

 

＜組成分析調査＞ (技術委員会)  

集団回収で「雑誌・雑がみ」の回収を実施している青森県青森市、同じく集団回収で「雑がみ」

の回収を実施している神奈川県横須賀市の組成分析を実施し、紙製容器包装の構成比を調査しま

した。地方主体から、関東近隣の集団回収の再調査を開始しました。 

 
⑤ ３Ｒ推進団体連絡会活動報告 
＜容器包装３Ｒ推進フォーラム＞ 

今年度は「容器包装の３Ｒ・資源循環～近未来の資源循環を考える～」をテーマとし、2024年

2月 2日に港区芝の専売ホールにて第 18回 容器包装３Ｒ推進フォーラムを開催予定です。 
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＜容器包装交流セミナー＞  

   容器包装の３Ｒに関する市民・自治体・事業者との意見交換会として、「容器包装交流セミナー」

を 7月 13日に札幌市で開催しました。11月 8日には松江市で開催予定となっております。 

 

＜３Ｒ市民リーダー育成プログラム＞ 

当推進協議会が主幹事を務めている３Ｒ市民リーダー育成プログラムとして、ＮＰＯ法人持続

可能な社会をつくる元気ネットと連携して、自治体担当者向けに「容器包装の３Ｒと普及啓発に

関する情報交換会」を 7月 21日にＷｅｂ併用で開催し 6自治体が参加した。 

また、千葉県白井市と「新規３Ｒ市民リーダー育成講座」の発表会を 9月 28日に実施、東京都 

文京区とは 12月 18日に開催予定です。 

 

＜３Ｒ推進全国大会＞ 

環境省の主催で、10 月 25 日に秋田県で「第１７回３Ｒ推進全国大会」が開催され、３Ｒ推進

団体連絡会として出展し、各団体が説明を行いました。 

 

＜公益財団法人 全国都市清掃会議 臨時総会＞ 

   公益財団法人全国都市清掃会議臨時総会が 10月 26日に熊本市で開催され、３Ｒ推進団体連絡

会として出展し、来賓として意見交換に出席しました。 

 

＜エコプロ 2023＞ 

第 25回「エコプロ 2023 環境問題と SDGsに向き合い持続可能な社会へ」は、12月 6日～12月

8日の期間にて東京ビッグサイトで開催されることになりました。当推進協議会は、日本容器包装

リサイクル協会の小間に４素材（紙、プラ、ＰＥＴ、ガラス）で参加し展示する予定です。 

 

＜自主行動計画 2025フォローアップ報告会＞ 

12月 15日 に経団連会館にて、自主行動計画 2025の２年目である 2022年度の取り組み成果を

記者発表する予定です。 

 

【添付資料】 

 ・資料 1：再商品化義務量に用いる算定係数（2024年度、2023年度）試算 

 ・資料 2：「産業構造審議会産業技術環境分科会資源循環経済小委員会 

容器包装リサイクルワーキンググループ」資料抜粋 

 ・資料 3：日本容器包装リサイクル協会「令和 5年度第 2回紙容器事業委員会」資料抜粋 

 ・資料 3：日本容器包装リサイクル協会「令和 5年度第 2回総務企画委員会」資料抜粋 

   公正取引委員会による「使用済みＰＥＴボトルのリサイクルに係る取引に関する 

実態調査報告書」の発表について 

 ・資料 4：「中央環境審議会循環型社会部会」資料抜粋 



商品化実施委託単価 ＝ 25,000円/ﾄﾝ （日本容器包装リサイクル協会１０月総務企画委員会での暫定値）

利用 製造等 利用 製造等 利用 製造等 利用 製造等 利用 製造等 利用 製造等

1 食料品製造業 0.02768 0.00083 0.62453 0.02936 0.26591 0.01740 0.32075 0.00526 1.11316 0.05607 0.26645 0.01827

2 清涼飲料製造業及び茶・ｺｰﾋｰ製造業 0.02623 0.00214 0.62252 0.02120 0.24732 0.03517 0.30061 0.02559 1.05702 0.10427 0.24507 0.03555

3 酒類製造業 0.02695 0.00103 0.65341 0.00663 0.26317 0.01739 0.31152 0.00988 1.11163 0.05125 0.27142 0.01295

4
油脂加工製品･石鹸・合成洗剤・界面活性剤・塗料
製造業

0.02730 0.00098 0.59417 0.05235 － － － － － － － －

5 医薬品製造業 0.02850 0.00013 0.64575 0.00463 0.27723 0.00190 0.30305 0.01509 1.10363 0.03968 － －

6 化粧品・歯磨その他の化粧用調整品製造業 0.02822 0.00042 0.61992 0.02519 0.27827 0.00571 0.32375 0.01003 1.06889 0.04919 － －

7 小売業 0.02840 0.00025 0.64736 0.00592 － － － － － － － －

8 その他の事業 0.02838 0.00018 0.64640 0.00741 0.27424 0.01857 0.31346 0.00000 1.15583 0.03102 － －

0.02143 － 0.53922 － － － － － － － － －

委託料(円)＝排出見込量(ﾄﾝ)×算定係数×委託単価(円/ﾄﾝ)　　　　 ※清涼飲料製造業

利用 製造等 利用 製造等 利用 製造等 利用 製造等 利用 製造等 利用 製造等

1 食料品製造業 0.02214 0.00070 0.53085 0.02790 0.26591 0.01740 0.30472 0.00526 1.05750 0.05607 0.25312 0.01735

2 清涼飲料製造業及び茶・ｺｰﾋｰ製造業 0.02361 0.00214 0.56027 0.02120 0.22259 0.03341 0.28558 0.02559 0.95132 0.10427 0.23282 0.03555

3 酒類製造業 0.01886 0.00098 0.45738 0.00663 0.18422 0.01652 0.23364 0.00988 0.72256 0.04356 0.23071 0.01295

4
油脂加工製品･石鹸・合成洗剤・界面活性剤・塗料
製造業

0.02321 0.00098 0.53475 0.04973 － － － － － － － －

5 医薬品製造業 0.01852 0.00011 0.29059 0.00370 0.19406 0.00162 0.24244 0.01509 0.99326 0.03968 － －

6 化粧品・歯磨その他の化粧用調整品製造業 0.02681 0.00040 0.55793 0.02519 0.26435 0.00486 0.30757 0.01003 1.01545 0.04919 － －

7 小売業 0.01846 0.00019 0.55026 0.00563 － － － － － － － －

8 その他の事業 0.02271 0.00013 0.42016 0.00482 0.23310 0.01393 0.23509 0.00000 1.04025 0.03102 － －

0.01500 － 0.37745 － － － － － － － － －

 委託料(円)＝前年度において販売した商品に利用した特定容器包装の量(ﾄﾝ)×算定係数×委託単価(円/ﾄﾝ)　　　　

13,500 21,400 6,500

※清涼飲料製造業

業 種 の区 分

包　　　　装
委託単価 25,000 62,000 10,400

＜表２＞簡易算定方式  （２０２４年度）試算

紙製容器包装
ガ   ラ   ス　び　ん

ペットボトル
無    色 茶    色 そ  の  他

プラスチック製容器包装

13,500 21,400 6,500

排出見込量(ﾄﾝ)＝①前年度において販売した商品に利用した特定容器包装の量(ﾄﾝ)　－
　②、①の内自ら又は他社への
　　　委託により回収した量(ﾄﾝ)

③、①の内事業活動により消費された商品
 　  に用いた量(②と重複する量を除く)(ﾄﾝ)

業 種 の区 分

包　　　　装
委託単価 25,000 62,000 10,400

＜表1＞　自主算定方式  （２０２４年度）試算

紙製容器包装
ガ   ラ   ス　び　ん

ペットボトル
無    色 茶    色 そ  の  他

プラスチック製容器包装

紙製容器包装の再商品化義務量に用いる算定係数（２０２４年度）試算 参考資料

算定係数は、産業構造審議会産業技術環境分科会資源循環経済小委員会　容器包装リサイクルワーキンググループの審査（２０２３年９月２６日；Web開催）資料
より試算したもの。　パブリックコメント後に確定。

2023年10月18日

※

※

※

※

＋



商品化実施委託単価 ＝ 23,000円/ﾄﾝ （日本容器包装リサイクル協会１０月総務企画委員会での暫定値）

利用 製造等 利用 製造等 利用 製造等 利用 製造等 利用 製造等 利用 製造等

1 食料品製造業 0.02967 0.00116 0.64405 0.03382 0.40860 0.02616 0.47080 0.00975 1.48447 0.06921 0.41721 0.02808

2 清涼飲料製造業及び茶・ｺｰﾋｰ製造業 0.02838 0.00217 0.64367 0.02128 0.38192 0.05695 0.43999 0.03727 1.42520 0.11753 0.38203 0.05543

3 酒類製造業 0.02907 0.00108 0.65424 0.00507 0.40315 0.02657 0.46740 0.01429 1.49300 0.05771 0.42423 0.01811

4
油脂加工製品･石鹸・合成洗剤・界面活性剤・塗料
製造業

0.02943 0.00106 0.60529 0.05498 － － － － － － － －

5 医薬品製造業 0.03083 0.00010 0.66933 0.00381 0.43091 0.00306 0.45350 0.02296 1.39511 0.03477 － －

6 化粧品・歯磨その他の化粧用調整品製造業 0.03039 0.00038 0.64736 0.02101 0.42548 0.00797 0.46371 0.01398 1.48936 0.03305 － －

7 小売業 0.03070 0.00018 0.67249 0.00384 － － － － － － － －

8 その他の事業 0.03066 0.00019 0.67144 0.00439 0.42353 0.02457 0.47130 0.00006 1.50397 0.13555 － －

0.02285 － 0.52158 － － － － － － － － －

委託料(円)＝排出見込量(ﾄﾝ)×算定係数×委託単価(円/ﾄﾝ)　　　　 ※清涼飲料製造業

利用 製造等 利用 製造等 利用 製造等 利用 製造等 利用 製造等 利用 製造等

1 食料品製造業 0.02522 0.00099 0.54744 0.03213 0.40860 0.02616 0.47080 0.00975 1.41024 0.06921 0.39635 0.02668

2 清涼飲料製造業及び茶・ｺｰﾋｰ製造業 0.02554 0.00217 0.54712 0.02128 0.36283 0.04841 0.41799 0.03727 1.28268 0.11753 0.34382 0.05543

3 酒類製造業 0.02035 0.00103 0.45797 0.00507 0.28220 0.02524 0.30381 0.01214 1.04510 0.05194 0.36059 0.01811

4
油脂加工製品･石鹸・合成洗剤・界面活性剤・塗料
製造業

0.02648 0.00101 0.54476 0.05498 － － － － － － － －

5 医薬品製造業 0.01696 0.00010 0.30120 0.00305 0.32318 0.00276 0.38548 0.02296 1.04633 0.03477 － －

6 化粧品・歯磨その他の化粧用調整品製造業 0.02887 0.00036 0.61500 0.01996 0.40421 0.00678 0.41734 0.01398 1.26596 0.03305 － －

7 小売業 0.01995 0.00014 0.53799 0.00365 － － － － － － － －

8 その他の事業 0.02299 0.00014 0.43644 0.00285 0.38117 0.02334 0.32991 0.00006 1.42877 0.13555 － －

0.01485 － 0.39119 － － － － － － － － －

 委託料(円)＝前年度において販売した商品に利用した特定容器包装の量(ﾄﾝ)×算定係数×委託単価(円/ﾄﾝ)　　　　

紙製容器包装の再商品化義務量に用いる算定係数（２０２３年度）試算 参考資料

算定係数は、産業構造審議会産業技術環境分科会廃棄物・リサイクル小委員会　容器包装リサイクルワーキンググループの書面審査（２０２２年９月２８日）資料
より試算したもの。　パブリックコメント後に確定。

2022年10月28日

＜表1＞　自主算定方式  （２０２３年度）試算

紙製容器包装
ガ   ラ   ス　び　ん

ペットボトル
無    色 茶    色 そ  の  他

排出見込量(ﾄﾝ)＝①前年度において販売した商品に利用した特定容器包装の量(ﾄﾝ)　－
　②、①の内自ら又は他社への
　　　委託により回収した量(ﾄﾝ)

③、①の内事業活動により消費された商品
  　に用いた量(②と重複する量を除く)(ﾄﾝ)

業 種 の区 分

包　　　　装
委託単価 23,000 58,000 6,000

ペットボトル
無    色 茶    色 そ  の  他

8,200 16,100 14,000

業 種 の区 分

包　　　　装
委託単価 23,000 58,000 6,000

プラスチック製容器包装

プラスチック製容器包装

8,200 16,100 14,000

※清涼飲料製造業

＜表２＞簡易算定方式  （２０２３年度）試算

紙製容器包装
ガ   ラ   ス　び　ん

※

※

※

※

＋
































































































